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DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – スルーレート測定DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – スルーレート測定

DDRメモリインターフェイス設計支援機能として、スルーレート測定機能を追加しました。

概要

DDRメモリインターフェイス設計においては、「波形のスルーレート(傾き)を測定し、その値を元に
入力セットアップタイム、入力ホールドタイムを補正する」ことが、JEDECの仕様となっています。
これまでのSignalAdviserでは、スルーレートを自動測定する機能がありませんでした。

従来の運用

スルーレート測定仕様例 入力セットアップタイム、ホールドタイム補正テーブル

JSED79-2Cより抜粋

補正値をテーブルから求める

JSED79-2Cより抜粋
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DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – スルーレート測定DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – スルーレート測定

DDRの種別（DDR2，DDR3から選択できます）、転送レート、信号種別を選択することで、
DDR規格に沿ったスルーレート測定を自動で行うことが出来ます。

解析条件設定ダイアログ

DDR規格に沿った
スルーレート測定を行い

測定結果を表示

DDRの種別、転送レート、
信号種別を指定

波形表示

スルーレート自動測定機能
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DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ/ｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ判定DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ/ｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ判定

従来のオーバーシュート／アンダーシュート判定機能に加え、従来のオーバーシュート／アンダーシュート判定機能に加え、DDRDDR規格に従ったオーバーシュート／規格に従ったオーバーシュート／
アンダーシュート判定が可能となりました。アンダーシュート判定が可能となりました。

概要

DDRDDR規格のオーバーシュート／アンダーシュート判定は、２種類あります。規格のオーバーシュート／アンダーシュート判定は、２種類あります。
１．最大振幅判定１．最大振幅判定

“波形の最大値“波形の最大値 ＞＞ {{VDD(orVDD(or VDDQ) + VDDQ) + 許容許容OSOS最大振幅最大振幅}}”” の場合、判定の場合、判定NGNGとするとする
“波形の最小値“波形の最小値 ＜＜ {{VSS(orVSS(or VSSQ) VSSQ) –– 許容許容USUS最大振幅最大振幅}}”” の場合、判定の場合、判定NGNGとするとする

２．面積判定２．面積判定
““VDD(orVDD(or VDDQ)VDDQ)ラインと波形が囲む面積ラインと波形が囲む面積 ＞＞ 許容許容OSOS面積”面積” の場合、判定の場合、判定NGNGとするとする
““VSS(orVSS(or VSSQ)VSSQ)ラインと波形が囲む面積ラインと波形が囲む面積 ＞＞ 許容許容USUS面積”面積” の場合、判定の場合、判定NGNGとするとする

DDR規格のオーバーシュート／アンダーシュート判定

VDD

VDD+許容OS最大振幅

最大振幅判定
ポイント

許容OS最大振幅

面積判定領域
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DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ/ｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ判定DDRメモリインターフェイス設計支援機能 – ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ/ｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ判定

DDRDDRﾒﾓﾘ測定を行う設定にすると、ﾒﾓﾘ測定を行う設定にすると、DDRDDR規格に沿ったオーバーシュート、アンダーシュート判定を規格に沿ったオーバーシュート、アンダーシュート判定を
行います。行います。

レシーバシンボルで
[JEDEC標準でオーバーシュート/ア
ンダーシュートをチェックする]を選択

最大振幅判定でNGの
場合、ピーク値に
マークが付きます

面積判定でNGの場合
VDDラインを超えた

時刻にマークが付きます

波形ビューワでの表示

SignalAdviserでの設定と表示

レシーバプロパティダイアログ
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IBIS変換精度向上 – Waveformに対応IBIS変換精度向上 – Waveformに対応

従来の従来のIBISIBIS変換では、素子の変換では、素子のTr/TfTr/Tf特性を特性をIBISIBISののRampRamp特性を基に作成していました。特性を基に作成していました。
((従来の従来のWaveformWaveformを使う変換モードでも、を使う変換モードでも、WaveformWaveformからからTr/TfTr/Tf特性を求め特性を求めRampRamp特性に変換して特性に変換して
いましたいました))
この変換手法で作成されたモデルは、この変換手法で作成されたモデルは、Tr/TfTr/Tf特性の傾きは再現できますが、特性の傾きは再現できますが、WaveformWaveformの過渡特の過渡特
性を忠実に再現できませんでした。性を忠実に再現できませんでした。

Ｔｒの傾きは再現できているが、
Waveformの形状は再現できない

IBISのWaveform特性

従来のIBIS変換方式

概要
モデル作成において、素子の立ち上がり／立下り特性モデル作成において、素子の立ち上がり／立下り特性((以下以下Tr/TfTr/Tf特性特性))ががWaveformWaveform波形通り波形通り
に再現できるようになりました。作成されたモデルは、に再現できるようになりました。作成されたモデルは、IBISIBISををHSpiceHSpiceののBB素子として扱ったモデル素子として扱ったモデル
と同等の精度を得ることが出来ます。と同等の精度を得ることが出来ます。
WaveformWaveformが定義されているが定義されているIBISIBISを変換する際には、本機能での変換を推奨いたします。を変換する際には、本機能での変換を推奨いたします。 （過去（過去
に変換したに変換したIBISIBISの再変換も含む）の再変換も含む）

変換されたモデルのTr特性

Ｔｒの傾き

振幅の20％

振幅の80%

振幅の20％

振幅の80%
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IBIS変換精度向上 – Waveformに対応IBIS変換精度向上 – Waveformに対応

[1[1つのつのWaveform]Waveform]モード、モード、[[２つの２つのWaveform]Waveform]モードを指定して変換することにより、モードを指定して変換することにより、Tr/TfTr/Tf特性特性
はもちろん、はもちろん、WaveformWaveformの過渡特性も忠実に再現したモデルを作成することが出来るようになりの過渡特性も忠実に再現したモデルを作成することが出来るようになり
ました。ました。

Waveformを使って変換したモデル
（立ち上がり前の沈み込みが

再現できている）

立ち上がり波形の比較IBIS変換プロパティダイアログ

２つのWaveformを
使うモードを追加

新しい変換モード

Rampで変換したモデル
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IBIS変換精度向上 – POS/NEGクロスポイントの精度向上IBIS変換精度向上 – POS/NEGクロスポイントの精度向上

従来の従来のIBISIBIS変換では、素子の変換では、素子のTr/TfTr/Tf特性の傾きしか再現できません。したがって特性の傾きしか再現できません。したがってPOS/NEGPOS/NEG間の出間の出
力タイミング差は不明です。このようなモデルに対し、力タイミング差は不明です。このようなモデルに対し、SignalAdviserSignalAdviserでは、では、POS/NEGPOS/NEGのクロスポのクロスポ
イントが振幅の中央になるように、強制的に出力タイミングを調整していました。イントが振幅の中央になるように、強制的に出力タイミングを調整していました。

従来のIBIS変換方式

概要

差動解析における差動解析におけるPOS/NEGPOS/NEGの出力タイミング差を、の出力タイミング差を、IBISIBISに記載されている通りに再現することがに記載されている通りに再現することが
出来ます。出来ます。

IBISのTr特性

POS

NEG

この出力タイミングの
差がわからない

測定波形のクロスポイ
ントがここだとしても

クロスポイントが振幅
の中央になるよう

タイミングを調整する

変換されたモデルを使った差動解析
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IBIS変換精度向上 – POS/NEGクロスポイントの精度向上IBIS変換精度向上 – POS/NEGクロスポイントの精度向上

WaveformWaveformを使ってモデルを作成すると、今まで強制的に行っていたを使ってモデルを作成すると、今まで強制的に行っていたPOS/NEGPOS/NEG間の出力タイミン間の出力タイミン
グ調整をせず、グ調整をせず、IBISIBISののWaveformWaveformに記載されたとおりのタイミング差を再現します。に記載されたとおりのタイミング差を再現します。

作成したモデルの特性

新しい変換モード

IBISのPOSTr特性

IBISのNEGTf特性

Waveformを使って変換したモデル
（左図のIBISの特性を精度良く再現している）
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Sパラビューワ – Touchstoneのグラフ表示Sパラビューワ – Touchstoneのグラフ表示

※本機能をご利用になるには「「Ｓパラメータオプション」が必要です
※Sパラビューワの操作については、Sパラビューワの[ヘルプ]を参照してください。

[特性表示]メニュー

Ｓパラメータを記述したＳパラメータを記述したTouchstoneTouchstoneファイルに記述されている特性を、グラフで表示することがファイルに記述されている特性を、グラフで表示することが
出来ます。本機能により、Ｓパラメータ特性をさまざまな切り口で確認することが出来ます。出来ます。本機能により、Ｓパラメータ特性をさまざまな切り口で確認することが出来ます。

概要

表示できるモード、パラメータ

表示モードとしてシングルエンド、ミックスモードがあり、表示パラメータとしては、表示モードとしてシングルエンド、ミックスモードがあり、表示パラメータとしては、Ｓ１１～ＳＳ１１～Ｓnnnnまでまで

の、Ｍａｇｎｉｔｕｄｅ、Ａｎｇｌｅ、Ｒｅａｌ、Ｉｍａｇｉｎａｒｙ，Ｇｒｏｕｐの、Ｍａｇｎｉｔｕｄｅ、Ａｎｇｌｅ、Ｒｅａｌ、Ｉｍａｇｉｎａｒｙ，Ｇｒｏｕｐ Ｄｅｌａｙを表示できます。Ｄｅｌａｙを表示できます。

Ｓパラシンボル配置ダイアログ Ｓ１１Magnitude Ｓ１１Angle
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解析機能強化 –トポロジ単位での.option指定解析機能強化 –トポロジ単位での.option指定

トポロジ単位で、解析に必要な.optionの記述が設定できます。

[インクルードライブラリフォルダ]で参照
するSPDEFLTファイルを切り替える

概要

Hspiceトランジスタモデルを使用するとき、 .optionの指定が必要になる場合があります。
従来は、解析するトポロジごとに、.option記述を保持することができませんでした。
このため、.option記述が異なるトポロジを切り替える度に、設定を変更する必要がありました。

従来の運用

システム標準のSPDEFLTファイル オプションダイアログ

SPDEFLTファイルに必要な
.option記述を追記する
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解析機能強化 –トポロジ単位での.option指定解析機能強化 –トポロジ単位での.option指定

解析条件設定ダイアログの[回路シミュレータ]タブに、.optionの記述がされているファイルを
指定することが出来るようになりました。
これにより、トポロジ毎に.option記述を保持出来るようになりました。

.optionが記述されている
ファイルを指定

新しい運用

解析条件設定ダイアログ
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その他の改善項目その他の改善項目

その他、以下のような改善をしています。

・レポート出力をExcel2007※にも対応しました。

・基板パラメータを指定しなくても、クロストーク解析が可能になりました。
この場合クロストーク成分を直接ラインに指定します。

・コメントの文字サイズを変更できるようにしました。

・トポロジの画像を、クリップボードに出力することが出来るようになりました。

・スイープ解析、バラツキ解析のトポロジ、解析結果もエクスポートできるようになりました。

・ばらつきモデルごとの判定値での判定が可能になりました。

※Excel2007はMicrosoft社の登録商標です。
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